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1は じめに

水田を有効活用した自給飼料生産として飼料イネが注

目され,本県においても栽培面積が増加している。1980年

代に当試験場を始め各公設試験場で取り組まれたイネホ

ールクロップサイレージの給与試験では,泌乳成績はと

うもろこしサイレージや牧草サイレージと遜色ない結果

が示されている
Lι■0。 しかし,嗜好性に関しては,それら

サイレージより劣るとされていた
2°
。当時のイネホール

クロップサイレージ調製法は,イ ネをカッター等で細断

し固定サイロに詰め込み調製したものであつた。近年,ダ

イレクトカットの専用収穫機が開発市販されるなどサイ

レージ調製法が以前とは大きく異なっている。そこで,イ

ネホールクロップサイレージの飼料価値について,嗜好

性の面から評価を試みた。

2試験方法

(1)乳牛

1)調査方法

嗜好性の調査方法はオミット式カフェテリア法によつ

た。牛合に隣接したパ ドックに供試飼料を入れたコンテ

ナ (内径 :縦40m横47cm深 さ23cm)を置き,供試飼料を自由

に選択採食できるようにし,一定時間後 (当試験では1時

間)の採食量により嗜好性を判定した。最も採食量の多か

つたものを次回の試験から除外。これを繰り返し2種の飼

料になるまで3回の試験を行つた。平成13年 12月 11・ 12・ 18

日の3日 間を予備期間,12月 19・ 20・ 21日 の3日 間で試験を

実施した。

2)供試牛

泌乳中期の乳牛2頭を供試した(表 1)。

3)供試飼料

トウモロコシ,オーチャー ドグラス主体牧草及び品種

の異なるイネホールクロップサイレージ2点の計4点のサ

イレージを供試した (表 2)。 トウモロコシと牧草サイレー

ジは,当場で生産し基礎飼料として普段給与しているサ

イレージである。イネホールクロップサイレージは黄熟

期にバインダーで刈取り後,ただちにミニロール
ベーラ

(T社製RB500)で梱包しラップサイレージに調製したもの

である。

試験実施時は,形状 (切断長)を揃えるため,牧草及びイ

ネA・ Bはカッターで1～ 2cmに fIB断したものを供試した。

(2)繁殖和牛

1)調査方法

嗜好性の調査方法は採食速度法によつた。各単房ごと

に供試飼料を入れたコンテナ (内径 :剰M4cma64m深 さ38

cmlを置き,一定時間 (当試験では30分間)の採食量により

嗜好性を判定した。平成14年 2月 25・ 26・ 27日 の3日 間を予

備期間とし,2月 28日 に試験した。

2)供試牛

12頭の繁殖和牛を供試した。平均年齢及び体重が同程

度になるよう各飼料4頭ずつ群分けした。(表3).

3)供試飼料

乾草及び品種の異なるイネホールクロップサイレージ

2点の計3点を供試した (表 4)。 乾草は当場内産で普段給与

しているものである。イネ①は黄熱期にT社製専用機で収

穫調製したもの。イネ②はバインダーで刈取り,ミ ニロー

ルベーラーで梱包しラップサイレージに調製したもので

ある。

試験実施時は,形状 (切断長)を揃えるため,乾草及びイ

ネ②は押し切りで15～ 20cmrI度 に切断したものを供試し

た。

3試験結果及び考察

(1)乳牛

西日らの試験
4)では,ィ ネホールクロップサイレージ

の嗜好性はトウモロコシサイレージより低く,中程度の

嗜好性であつたが,本試験でも同様な結果となつた。

試験1回 日は,供試飼料中,ト ウモロコシサイレージの

乾物採食量が2頭合計で2 13kgと 最も多かつた。2回 目は

トウモロコシサイレージを除外し,牧草サイレージとイ

ネホールクロップサイレージの計3点で行つたところ,牧

草サイレージの採食量が多かつた。3回 日はイネホールク

ロップサイレージ2点だけで行ないイネBの方がよく採

食された(表 6)。 これは,イ ネBの品種は無毛性で葉がな

めらかであり,サイレージ外観品質が良好であつたこと

(わずかなアルコール臭)が影響したかもしれない。

(2)繁殖和牛

各飼料とも採食量は個体差が見られるが4頭平均値は,

乾草1.8kgに対し,イネ①は2 0kg,イ ネ②は1 4kgであつ

た。供試飼料間で採食量に有意差は認められなかつた。専

用収穫機で調製したイネ①の採食量は乾草と同等で嗜好

性は良好であつた (図 1)。

参考までに予備試験期間を含めたイネ①の採食量の推

移を図2に示した。供試牛は,普段は粗飼料として乾草
の

み給与されている。給与1日 日(2月 25日 )は乾草の1/2程度

の採食量しかなかつたが,'1致を続けるに伴い採食量は

急激に増加した (図 2)。
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乳牛を対象にし,ト ウモロコシサイレージ,牧草サイレ

ージ及びイネホールクロップサイレージを供試したオミ

ット式カフェテリア法では,ト ウモロヨシサイレージが

最も嗜好性が良く,イ ネホールクロップサイレージは中

程度の嗜好性であつた。

繁殖和牛を対象にし,乾草とイネホールクロップサイ

レージを供試した採食速度法では,イ ネホールクロップ

サイレージの採食量は乾草と同等で嗜好性は良好であつ

た。
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図1供試飼料別採食量

1日 目 2日 目 3日 日 試験日

図2イネ①の採食量の推移

注)異符号間で有意差 (pく 005)あ り

イネ②
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